
第41回保育総合研修会
テーマ

乳幼児期の
学びとは何か
…これからの保育が
　担うべき福祉と教育

趣旨

　子ども・子育て支援制度が施行され、各地域でさまざまな
取り組みが行われる中、幼保一体化、幼児教育の無償化、保
幼小の連携など、乳幼児期の学びをめぐる議論も活発に行わ
れています。また、同じく小・中・高の学習指導要領でも「課
題発見と解決に向けた主体的・協同的な学習（アクティブ・
ラーニング）を充実する」ように、2020（平成32）年度の本格実
施を目指し、改訂が進んでいます。
　乳幼児期における“質の高い保育・教育”がその後の人生
に大きな影響を及ぼすことは、昨今の先進的な研究からもさら
に明らかになりつつあります。
　このような変革期だからこそ、私たちは改めて“乳幼児期の
学び”とは何か、“質の高い保育・教育”とは何かについて、しっ
かりと議論を深め、実践を通して地域の中で発信する力を持
つ必要があるのではないでしょうか。
　また一方で、子どもの貧困率の増加、児童虐待、子育てに
不安や困難さを訴える家庭の増加等、子どもたちを取り巻く社
会的状況はけして望ましいものとはいえません。
　今回の保育総合研修会では、未来を担うすべての子どもた
ちに“子どもの最善の利益”（子どもの権利）が保障され、ど
んな状況下にあっても“質の高い保育・教育”が保障される
社会の実現に向けて、これからの保育（園）の役割、これか
らの福祉と教育のあり方について学び合い、考え合う機会にし
たいと思います。ぜひご参加ください。
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開催要綱
期日

会場

定員

参加費

懇親会費

宿泊費

昼食

主催

協力

協賛

2016年

 １ 月27日［水］～ 29 日［金］

神戸市
ANAクラウンプラザホテル神戸

〒650-0002 神戸市中央区北野町１丁目
TEL 078-291-1121／ FAX 078-291-1151

550名

17,500円（非会員19,500円）
＊資料代及び消費税を含みます。

8,000円

ANAクラウンプラザホテル神戸
Ａ：13,000円（シングル）

Ｂ：10,800円（ツイン）
＊各タイプとも、１泊朝食付、消費税を含みます。

1,900円（1/28・弁当）

公益社団法人
全国私立保育園連盟

公益社団法人
神戸市私立保育園連盟

ＡＩＵ損害保険株式会社
東京海上日動火災保険（株）

（有）ゼンポ　（株）トーホ
（株）サンワールド
（一般財団）総合福祉研究会
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1
日目

1/27 開会 ◆ 基調報告・提言／行政説明 ◆ 基調講演

開会挨拶

基調報告・提言…全私保連常務理事

行政説明…厚生労働省 依頼中

基調講演
子どもの学びを支えるために
…保育ソーシャルワークの視点で考える保育（園）の役割
　長谷川俊雄氏　白梅学園大学教授
	 全私保連・保育カウンセラー養成講座ステップⅢ講師

　厚生労働省の国民生活基礎調査（2014年度）では、子どもの貧困率が16％（子どもの約６人に１人の割合）に
のぼり、OECD 加盟国30か国中４番目に高い状況にあります。また、今年度の同調査では、子ども（18歳未満）の
いる世帯の７割近くが生活の苦しさを実感している、との結果が出ました。他にも児童虐待、子育てにストレスや不
安を持つ家庭の増加など、近年子どもたちを取り巻く生活の問題やそれに伴う福祉的課題は山積している状態です。
　このような状況の中で、保育は、そして園は、どのような役割を果たすことができるのでしょうか。
　この基調講演では、近年注目を集めつつある “ 保育ソーシャルワーク ” の視点から、保育という日々の営みや園と
いう場があるからこそできる家庭との連携や子育て支援、他の機関との連携や地域のコミュニティづくりなど、これ
からの保育（園）が担うべき福祉とその根底にあるマインドについて再考してみたいと思います。

懇親会



2
日目

1/28 分科会1～9

第１分科会　“教材研究”の視点で深める［定員60名］

	 乳幼児期の学びと環境 
■運営　全私保連・研修部
●講師

岡 健氏●大妻女子大学教授

　乳幼児期の学びが子どもの主体的な遊びや環境を通して行われるのであれば、そこには保育者の願いやねらいに基
づく環境が存在します。そして、その環境を構成する要素として“教材”があります。“教材”には、単に遊具・教具
のようなモノだけでなく、ゲームや歌、自然環境や子どもどうしの関係性など、さまざまな材料や素材、状況、事項
等が含まれます。そして、それらを乳幼児期の発達にふさわしいものとして整えるために“教材研究”は行われます

（参考：森上史朗・柏女霊峰・編『保育用語辞典』ミネルヴァ書房）。
　この分科会では、乳幼児期の子どもたちの主体的な学びとそれを支えるために保育者が行う環境構成のあり方につ
いて、この“教材研究”の視点や手法を用いて、さらに理解と実践を深める機会にしたいと思います。

第２分科会　最新の研究から学ぶ新しい赤ちゃん像と［定員60名］

保育実践 
■運営　全私保連・研修部
●講師

遠藤利彦氏●東京大学大学院教授

●実践提案

鈴木八朗氏●横浜市・くらき永田保育園園長

　近年「赤ちゃんの力」についての研究が進む中で、赤ちゃん像は大きく変ってきました。「何もわからない存在」
とされてきた赤ちゃん像から脱却し、科学的に明らかになっている「新しい赤ちゃん像」に基づく実践が求められて
います。
　この分科会では、「赤ちゃんが世界をとらえる力」や「人との関係性の中で育っていること」等を個人的な感覚で
とらえるのではなく、科学的な知見に基づいて理解し、その育ちを支援する具体的な方法や視点について学び合いま
す。
　また、赤ちゃんの傍らで日々さまざまなことに感動したり、悩んだりしている保育者の実感や保育の工夫なども報
告し合い、今まで積み上げてきた実践の中から継承していきたいこと、新たに考え直さなければならないことなども
確認し合う場にしたいと思います。
　講演＋討論参加型の分科会です。皆様の参加をお待ちしています。



第５分科会　子どもの声を伝える保育（子どもの権利条約） ［定員50名］

■運営　全私保連・保育国際交流運営委員会
●講師

木附千晶氏●臨床心理士

　保育所保育指針などが示す「おおむね◯歳」という子どもたちの姿は、今のクラスの現実と一致しているでしょう
か。もし異なるとしたら、それは子どものせいではなく、子どもたちからの育ちにくいという社会に対する不安感の
表れだと考えられないでしょうか。
　昨年は、国連が「子どもの権利条約」を採択してから25年、そして日本がこの条約を批准してから20年に当たる
年ということもあり、保育総合研修会で分科会を開催させていただきましたが、子どもの権利（①生きる権利、②守
られる権利、③育つ権利、④参加する権利）については、もっとみなさんに広く伝え、意識化することが必要だと改
めて感じました。
　子どもの権利が根づくには、一人でも多くの人が子どもの声を社会に届けることの重要性に気づかなくてはなりま
せん。そして、私たちはそのことができる最前線にいるわけですが、子どもの権利を意識して保育をしているかの検
証が必要です。その答えを見つけるために、ぜひこの分科会に参加し、子どもたちの声こそが社会を平和に導く大切
な道標だということに気づき、保育の発想を変えるエネルギーを持ち帰ってください。

第４分科会　すべての子どもに求められる制度の［定員100名］

	 充実に向けて 
■運営　全私保連・保育制度検討会
●講師（助言者）

行政関係者、有識者（予定）
　子ども・子育て支援制度が施行される中、待機児童対策や各歳児のさらなる配置基準の充実が求められています。
保育の質の向上のためにも、人材確保・推進に向けたより一層の処遇の改善が必要です。
　本連盟ではこれまで、都市部における子育て施策の実現や待機児童対策とともに、“ どの子どもも排除されない ”
社会の実現に向けた人口減少地域の保育施策の充実を求めてきています。一方で進められている社会福祉法人改革の
諸課題も視野に置きながら、すべての地域の子どもの最善の利益を守る保育・子育て支援の制度の充実を目指し、当
分科会に参加された皆様とともに検討する予定です。

第３分科会　気になる子の理解と援助 ［定員60名］

…小学校との接続を見据えて
■運営　全私保連・研修部
●講師

市川奈緒子氏●白梅学園大学准教授

　子どもは安心できる環境の中で、自らの人権が認められ保障され、さらに仲間と楽しい経験を積み重ね、居心地の
よい関係性がつくれた時に初めて自らを成長させていきます。
　日々の保育の中で、子どもの発達や行動の特性を読み取りながら、生活や学びの機会をどのように保障するのか。
そのためには、個と集団の関係性、環境構成など保育者の工夫が求められます。
　この分科会では、小学校への接続を見据えながら発達障がいの特性を改めて理解し、援助の仕方を学びたいと思い
ます。



　講師は、昨年度参加していただいた方々の絶大なご支持のもと、臨床心理士で『こどもの権利条約絵事典』（PHP
研究所）の著者のお一人である、木附千晶先生を再びお招きしました。権利条約についてわかりやすくお話ししてい
ただき、保育現場での実践にいかしてください。

第６分科会　保育に生かせるコーチング ［定員60名］

■運営　全私保連・保育カウンセラー企画委員会
●講師

大竹直子氏●千葉大学カウンセラー

　保育者のチームワークは、かけがえのない保育園の財産です。そのチームワークがよりよく発揮されるためには、
保育者どうしが安心できる関係性を築くこと、お互いを尊重し合えること、そして、個々の保育者もイキイキと仕事
をしていくことが大切です。
　この分科会では、カウンセリング、フォーカシング、アドラー心理学の理論をベースに、保育者がお互いを認め合
い、関係性の中で個々の持ち味とやる気を引き出すための理論と方法を学んでいきます。
　また今回は、自分らしさを保育に生かすために、「保育者としての自分の軸」を見つける演習をしてみたいと考え
ています。
　グループで話し合いを重ねながら、保育現場で生かせる保育者の知恵に気づき、深めていく分科会です。皆様のご
参加を心よりお待ちしております。

第７分科会   子どもの心の育ちを支える保育とは ［定員60名］

■運営　全私保連・全私保連運動推進委員会
●講師

鯨岡 峻氏●京都大学名誉教授

　見えていますか…子どもの「心の声」から感じ取れる心の動き、そして「心の育ち」。
　動いていますか…あなたの心。
　今年度、運動推進委員会で各ブロック別に実施した「子どもの心の育ちを支える保育」のシンポジウムにたくさん
の方々のご参加をいただきました。その中で、改めて子どもの心を育てるのは、育てる側の目に見えない心の働きで
あるということを感じていただけたと思います。
　「力」よりまず「心」を育てたい乳幼児期、それにかかわる大人はそのために何をするべきなのかという前に、ま
ず子どもの「心の声」を聞こうとすること、それには私たち大人の心をしっかり動かし、子どもに寄り添うことが大
切なのではないでしょうか。
　この分科会は、今年度実施された各ブロック別のシンポジウムや昨年の保育総合研修会にご参加いただいた方々を
対象とし、実践事例などを用いたステップアップ研修とさせていただきます。更に心の育ちを深めていきたい方々の
ご参加をお待ちしています。



第８分科会　乳幼児教育を保育園からとらえ直そう ［定員60名］

■運営　全私保連・保育・子育て総合研究機構研究企画委員会
●講師

森 眞理氏●立教女学院短期大学准教授

久保健太氏●篠原保育医療情報専門学校こども保育学科学科長

　「子ども・子育て支援新制度」がスタートし、日本の保育が大きな変化の時を迎えています。制度の変化のみならず、
保育のあり方についてもさまざまな考え方が見られます。
　こうした変化の中において、それぞれの保育園が「保育の質を高めたい」という願いを持つようになったものの、

「何を大切にしていけばいいのか？」ということについては、毎日の保育の中で葛藤し、模索しているのではないでしょ
うか？
　そこで本分科会では、保育・子育て総合研究機構研究企画委員会より出された報告書「乳幼児教育の真を保育園
からとらえ直そう─日本の保育・子育てのグランドデザインへの招き」をもとに、これからの保育で大切にしていく
ことについて語り／分かち合います。そしてさらに、これからの乳幼児教育を創造していくために欠かすことのでき
ない、子ども／子どもたちの姿をいかに保育者が語るのかについて、「わく ワーク シート」を使って、参加者の皆様
とともに学び合います。

第９分科会　保育園における音環境のデザイン ［定員40名］

…良質な保育環境、職場環境を目指して
■運営　全私保連・調査部
●講師

川井敬二氏●熊本大学大学院准教授

　保育の質を問う際に、大きく分けて人的環境、物的環境、空間的環境の三つが挙げられます。
　人的環境については各種研修でさまざまなアプローチがなされています。物的環境積についても備品、遊具などの
選定、設置について多様な検討がなされています。
　しかし、空間的環境、特に音環境に関しては直接目で見えないこともあり、議論の対象になりづらい項目です。そ
こで今回、保育における音環境の実態を再考するとともに、保育室のハード面およびソフト面を見直すことによる、
子どもたちの変化、保育士の健康面での変化等を考えてみたいと思います。
　また、「『最低』基準」で担保されている保育室ではなく、「本当に『必要』な基準」で担保される保育室、保育環境
を皆様と考えたいと思います。



3
日目

1/29 記念講演 ◆ 閉会

記念講演

   小学校教育改革を見据えた乳幼児期の学びを考える
　奈須正裕氏●上智大学教授
	 　 中央教育審議会教育課程部会委員

　保幼小連携や小学校への円滑な接続が望まれる中、小学校以降の教育も2020（平成32）年に向けて学習
指導要領改訂が進められるなど、大きな変革期を迎えています。また、今年８月に行われた中央教育審議会
初等中等教育分科会では、幼児期からの連続した育ちの視点が小学校以降の各教科・科目等の内容の記述に
盛り込まれるなど、幼児教育の内容についても具体的な議論が行われています。そこで求められているものは、
決して小学校以降の教科の前倒しでも、特別な早期教育でもありません。
　小学校以降の教育がアクティブ・ラーニング（主体的・協同的学習）を充実させ、より「主体的に学ぶ力や
リーダーシップ、コミュニケーション力」等を重視する目標や内容、指導方法に変わろうとしている今、私
たちも改めて、生涯にわたる大切な成長の土台をつくる乳幼児期に、どんな体験や主体的な学びが大切なの
かを考えてみたいと思います。
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◆山陽新幹線・神戸市営地下鉄「新神戸駅」直結 

◆三宮（JR・阪神・阪急）より市営地下鉄でひと駅 

＊関西国際空港より三宮まで：空港リムジンバスで 70 分  

＊神戸空港より三宮までポートライナー18 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆新幹線 新神戸駅からのアクセス 

改札口からコンコースを直進し、 

突き当たり左側の連絡橋渡ってすぐ 



★個人情報の取り扱いについて  
・「参加申込書」に記載された個人情報は、慎重に管理し、本研修会の運営・管理の目的に限って使用いたします。
・また、研修会の参加者名簿には「氏名」「都道府県・指定都市名」「施設名」「職種」を記載いたします。
・なお、本研修会の申込み受付等に関する業務を（株）JTBビジネスネットワークに委託・実施するため、上記の目的の範囲に加え、
宿泊手配等のサービス提供を目的として情報を共有します。

◆問合せ　（公社）全国私立保育園連盟　〒111-0051 東京都台東区蔵前4-11-10
　TEL 03-3865-3880　FAX  03-3865-3879

２０１５年１２月４日（金）
申込書に必要事項をご記入のうえ、㈱ JTB ビジネスネットワークまで FAX にてお送りください。

参加費は申込受理の FAX 到着後、10日以内に下記の銀行振込口座にお振込みください。
定員に達している場合はキャンセル待ちとなります。その場合はご連絡いたします。

振込人名義は社会福祉法人は省略し、「○○保育園」にてお願いいたします。

１月７日（木）頃、

1月20日（水）

ご自身で手配してください。

みずほ銀行　十四号支店
普通預金　　口座番号　０６８１４３０
口座名義　　カ）JTB コーポレートセールス

■ 参加費等振込み先



FAX 到着後、10 日以内に必ず入金してください。

万一、定員に達している場合はキャンセル待ちの旨お知らせしますので、入金はお待ちください。

申込内容等の確認連絡に対応いただける方の氏名と連絡先をご記入ください。

この【申込書 兼 受付確認書】は施設毎に１枚ご記入ください。

会員・非会員のいずれか〇で囲んでください。
登録コード番号は【保育通信】発送用封筒の貴園宛名行下段に印刷された番号です。

　〒 170-0013 東京都豊島区東池袋 3-23-14
　　　　　  ダイハツニッセイ池袋ビル 7 Ｆ
　TEL 03-5949-1338 ／ FAX 03-5396-8142

　営業時間：月〜金曜日 9:30 〜 17:30 ／土・日・祝休み

（株）JTB ビジネスネットワーク内
  「第 41 回保育総合研修会」デスク
   担当：勝見・村田

シングル 13,000 円　ツイン 10,800 円（1泊朝食付）です。

お申込いただいた後、２週間以内に研修会受理の FAXをお送りいたします。
その時に金額と分科会を明記いたします。

１名につき会員17,500円　非会員19,500円です。



⇒

⇒ �入金��日�（　月　日）で�� 申込��日 2013年12月6日（金）
��員��していま�ので��ン�ル��となりま��
　入金����ください�(��ン�ル��　　番�）

フリガナ

（〒　　　　-    　　）

TEL FAX

⇒ 氏名 　　　　　－　　　　　－

　

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

〇返金の場合の送金先

⇒

申込受付番号 NO

会員 非会員 17,000 会員 非会員

住　　　所

（会員17,000円/非会員19,000円）

口座名義(ふりがなをつけてください）

禁煙

円合 � 金 �

口座番号(普通・当座)

シングル

昼　　　食
（1,800円）

不要

施  設  名

支店名

ツイン

連　絡　先

必ずご記入ください

喫煙禁煙希望

備　　　考

� � � � 46,300

同室希望者

第2希望 4

ツイン

31日(金)
後泊

ツイン
29日(水)

喫煙

禁煙

喫煙

禁煙禁煙 〇

第39回 保育総合研修会

 申込� � 受付���

変更② 月　 日

たいとう保育園
　　蔵前　華代

参加費

新規　・　変更　・　取消
○で囲んでください

送�先FAX  03-3535-3296

受付しました

受付しました

喫煙 喫煙

1 2

シングル

名鉄観光 記入欄

申込日 月　 日 月　 日

フリガナ フリガナ

月　 日 受付しました

3

月　 日

《　記入例　》

変更① 月　 日

フリガナ

神戸
コウベ

　華子
ハナコ

性別・年齢 男 ・ 女　（　50　）歳 男 ・ 女　（　　　）歳 男 ・ 女　（　　　）歳 男 ・ 女　（　　　）歳

職　　　名 園　長

参 加 者 名

要 不要8,500

会員 非会員 会員 非会員

第2希望 第2希望

第1希望

要

シングル

ツイン

ツイン

シングル

ツイン
30日(木)

宿  泊  代

28日(火)
前泊

シングル

シングル

ツイン

シングル

シングル

シングル

ツイン

ツイン ツイン

シングル

不要

シングル

シングル

ツイン

登録コード番号

シングル

不要

会員 非会員

1,800

シングル

要

都道府県

組 織 名

第1希望

ツイン

シングル

ツイン

要 不要

第1希望 1

名鉄観光サービス㈱東京中央支店　TEL 03(3535)3290 FAX03(3535)3296

希望分科会

要

ツイン

9,500

第2希望

9,500

※必ず記入ください

第1希望

要不要不要 不要

ツイン

 
日

(

木

)

要
懇　親　会
(8,500円)

宿
　
泊
　
希
　
望

19,000

銀行名

要

シングル

ツイン

担当者連絡先 連絡先(携帯番号等)

　　　　　　　－　　　　　　　　　－ 　　　　　　　－　　　　　　　　　－

宿泊代合計

㈱ JTB ビジネスネットワーク

TEL 03（5949）1338 FAX 03（5396）8142

※必ずご記入ください

日
（
水
）

̶

シングル 13,000 円　ツイン 10,800 円（1泊朝食付）です。

第41回 保育総合研修会 申込締切日 2015年12月4日（金）

FAX 到着後、10日以内にお支払いください。

03-5396-8142

27

28

（8,000円）

（会員17,500円 / 非会員19,500円）

（1,900円）

10,800

1,900

17,500

8,000

10,800

21,600

49,000

26

27

28

29

定員に達していますのでキャンセル待ちとなります。
入金はお待ちください。（キャンセル待ち　　番目）

受付 No.

《参加者①》 《参加者②》 《参加者③》
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